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学 位 論 文 題 名 

 

大都市学校給食における青果物調達方式の展開論理 

 

本論文は序章、終章を含む７章からなり、図 17、表 39、文献 73を含む総頁数 90の和文

論文である。別に２編の参考論文が添えられている。 

学校給食における青果物の調達において基礎となるのは、価格・品質の統一された食材の

安定供給であり、このことは食数が膨大な規模となる大都市学校給食において特に重要な

問題である。本論文はこうした観点から、大都市学校給食における青果物調達方式の展開論

理について、札幌市を事例として解明しようとしたものである。 

第１章では、学校給食が学校教育の一環として実施されており、学校給食の意義は児

童生徒の健康の保持増進を図ることおよび食に関する指導教材として活用できること、

その役割はそれを伝える食育の担い手であることを整理した。 

第２章では、全市統一献立、一括購入の運営方式を取っている割合が大都市で高いこ

と、札幌市では基準献立、共同購入方式となっていることを明らかにした。 

第３章では、学校給食における青果物登録業者の仕入れ、販売行動を明らかにした。

これらの青果物登録業者は、いずれも札幌市中央卸売市場から青果物を仕入れ、かつて

は各学校との間で相対取引によって青果物を納入していた。市給食会設立後はその登録

業者として、相対のほか、新たに導入された一般入札、産地契約などの方式を通じて学

校給食に青果物を供給している。 

第４章では、札幌市学校給食における域内（北海道内）産青果物調達の展開過程を明

らかにした。市給食会の設立に伴い、価格を統一するため一般入札が始まり、続いて、

品質を統一したい栄養教諭等の要望を受け、域内産地との契約が開始された。さらに近

年、栄養教諭等が食育の観点から、少量の地場産品を区内産青果物として独自調達する

ようになった。域内産地契約および区内産青果物調達は、安全な域内産青果物を供給で

きるという意味で大きな前進であったが、登録業者からみれば、域内産地契約では実質

的に配送業者とされ、区内産青果物については関与できない等、彼らの活動領域を制約



するという面を有していた。 

第５章では、学校給食における青果物調達方式の変化とその要因を明らかにした。域

内産地からの調達拡充と並行して、一般入札についてもその対象品目が拡大され、その

結果、相対品目は大きく縮小されることとなった。さらに各校の栄養教諭は価格変動の

激しい道外産葉菜類などに代えて安定的に低価格である冷凍品の利用も進めてきたが、

冷凍品は登録業者の管轄外であった。こうしてさらに活動領域を制約された登録業者は

入札を忌避して不成立とし、旧来の相対取引と同様、各校と自由に商談可能な特別扱い

品を急増させるに至った。この特別扱い品は価格、品質の統一性は何ら担保されていな

いため、市給食会は北海道外の産地とも契約による調達を開始したのである。 

終章では以上の分析を総括し、大都市学校給食の青果物調達の展開論理を明らかにし

た。札幌市学校給食の青果物調達方式は、青果業者が価格、品質共に主導権を握ってい

た相対調達から、市給食会による一般入札が始まり、継続的にその品目数を拡大してき

た。続いて価格・品質ともに統一された域内産地契約が導入され、さらに栄養教諭等は

地場産品を独自に調達する一方、葉菜類などで冷凍品への移行を進めてきた。これらの

取り組みはいずれも、登録業者の機能を制約あるいは排除するものであった。そこで登

録業者は入札を忌避し、特別扱い品として相場に応じた取引を追求するようになった。

これに対し、市給食会は価格、品質の統一性を回復するため、域外産地との契約にも取

り組むに至ったのである。 

つまり、大都市学校給食における青果物調達方式の展開論理は、価格・品質の統一を

求める学校給食会、栄養教諭等学校給食の現場と、自由な取引を求める登録業者との相

克であることが明らかとなった。 

このように本研究は、大都市学校給食の食材調達について長期間にわたって克明に追

跡し、栄養教諭や学校給食会が給食内容を統一するため如何に努力を傾注してきたか、

それに対して自由な取引を求める納入業者が如何に対応あるいは抵抗してきたかにつ

いて実証的に明らかにしたものである。本研究は、ともすれば各校における地産地消型

学校給食の散発的な事例分析に陥りがちな学校給食研究において、根本原理としての統

一的な食材調達という観点から分析したものであり、学術的にも大いに評価される。ま

た、今後のあるべき学校給食を展望する上でも、有益な示唆に富むものとなっている。 

よって、審査員一同は、山際睦子が博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有する

ものと認めた。 


